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研究成果の概要（和文）：　小学校外国語において活用できるTeacher Talkテクニックを明らかにし，実際の教
員養成・教員研修での活用方法を提案することを目的として本研究を実施し，以下の成果を得た。
（1）All Englishで実施された授業を分析し，10の工夫をTeacher Talkテクニックとしてリスト化した。（2）
教員志望学生のTeacher Talkの気づきの実態を調査し，目に見えにくい言語面の支援には気づきにくいこと，小
学校英語授業への具体的イメージがある学生ほど指導の効果が高いことを明らかにした。（3）教員志望学生の
実際の英語での語りを録画し，テクニック理解と実際の発話の実態を検討した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of　this　study　was　to　investigate　the teacher talk 
techniques can be used in elementary school English classes and propose a model of instruction for 
pre-service teacher training and also for the in-service traing, too. The following are the outcomes
 of this study.
 (1)Analized an elementary school English lesson taught only in English and created a list of 
Teacher Talk techniques.(2)Investigated on what techniques were easy for pre-service teachers to 
point out and what were not to find out the techniques which need special focus in lectures.(3)Video
 recorded the pre-service teachers' speech and researched what techniques were used and what were 
hard to use and need adiitional instruction and practice to be albe to use them. 

研究分野： 英語教育

キーワード： Teacher Talk　教員養成
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学級担任が指導の中心を担う小学校の英語教育においては，指導者自身の英語力への不安が大きな課題となって
いる。一方，英語の知識が限られる児童に向けて「伝わるように語りかける」には単に英語が流暢であるだけで
も十分ではなく，児童が分かるような支援を講じた語り方が求められる。しかし，全教科を指導する小学校教員
の養成課程で英語の指導について学べる時間は限られている。限られた時間に効果的に学ぶために，指導者が英
語で語る際に講じるべき工夫のうち，特に明示的かつ丁寧な指導が必要な事項を明らかにすることを試みた本研
究は，教員養成課程及び教員研修において生かされる知見を得たことにおいて社会的意義があるものと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
平成 23 年度に小学校に外国語活動が導入されてから 5 年が経過した（平成 28 年の研究開始

当時）が，指導に自信が持てず，不安を感じている教員の存在も指摘されている。ベネッセ教
育総合研究所（2011）の調査では，2,000 人を超える回答者（小学校教員）の約 68％が外国語
活動の指導に「自信が無い」と回答し，また多くの教員が「指導する教員の英語力」を課題と
して挙げていた。水田他（2010）でも「教員が不安を感じる理由の一つとして，英語に関する
知識や英語の使用に対する自信のなさがあると考えられる」と指摘され，指導者の英語力への
不安の解消は喫緊の課題といえる。 

しかしながら「英語力」といっても多様な知識やスキルがあり，漠然と「英語力向上」を現
職教員や教員養成課程の学生に求めるだけでは十分な成果は得られないと考える。音声中心の
小学校の英語指導において，指導者に求められる英語使用場面の主たるものは「児童に向けた
発話場面」と考えられるが，流暢に話すことが出来さえすればよいかと言えば，それもまた十
分ではないと考えられる。「英語教育の在り方に関する有識者会議」の提言において中高で指導
者が英語で授業行う際には「生徒の理解の程度に応じた英語を用いるよう十分配慮すること」
と示されているが，さらに英語の力が限られる小学校においては，「英語をほとんど知らない状
態にある児童が理解できるように話す力」が必要になると思われる。すなわち，英語力と指導
の工夫を統合して語ることができる力の育成が求められる。 

 
２．研究の目的 
 本研究は以下の 3 点を明らかにすることを通して，最終的には教員養成及び教員研修におけ
る Teacher Talk の学びに生かされる知見を得ることを目的とする。具体的に取り組む 3 つの
課題は次のとおりである。 
（1）Teacher Talk テクニックリストの開発 
（2）教員養成・教員研修において特に重視すべきポイントの明確化 
（3）Teacher Talk テクニックリストを活用した指導の効果検証 
 
３．研究の方法 
（1）Teacher Talk テクニックリストの開発 
 リストの作成に当たっては，All English で行われた小学校 6 年生の授業の分析を行った。
まず「児童が内容を理解するために講じられている工夫」をすべて書き出し，指導者の行為を
カテゴリー化していった。 
 
（2）教員養成・教員研修において特に重視すべきポイントの明確化 
 小学校教員養成においては，外国語（英語）コア・カリキュラムとして「外国語に関する専
門的事項（1 単位）」の中で授業実践に必要な英語力の育成が必要であることが示されている。
まずは喫緊の課題である教員養成において，どのような「英語での語りかけ」を指導すればよ
いのかを検討し，その成果を教員研修に生かすことを考えた。よって，本項目については，教
員養成課程の学生を対象に，課題を検討し，特に重点的に指導すべき事項を検討した。 
 検討にあたっては，以下の 3 つの調査を実施した。 
①小学校教員を目指す学部生に授業映像を視聴させ，どのような工夫に気付くことができるの
かを検討し，気づきにくい項目を重点的に指導が必要な項目として明らかにすることを試みた。 
②小学校教員を目指す大学院生に Teacher Talk テクニックリストを用いた指導の前後に 2 本
ずつの授業映像を視聴させ，指導の前後で気づきの質や量にどのような変容があるのかを調査
した。それにより，指導後であっても理解が難しい項目を明らかにすることを試みた。 
③外国語（英語）コア・カリキュラムの「外国語に関する専門的事項（1 単位）」に相当する授
業科目の中において Teacher Talk テクニックについて指導を受けた学部生を対象に，理解が困
難であった項目を質問紙により調査した。それによって直接的に理解が難しいと学生が感じる
項目を明らかにすることを試みた。 
 
（3）Teacher Talk テクニックリストを活用した指導の効果検証 
 指導の効果検証に当たっては，次の 2 つの調査を実施した。 
①指導の効果検証のため，外国語（英語）コア・カリキュラムの「外国語に関する専門的事項
（1 単位）」に相当する授業科目において Teacher Talk テクニックについての指導を受けた学
生に英語による短い語り（Small Talk）を実施させ，その映像を録画した。それにより，学生
の課題意識と実際の語りに見られる特徴や課題を検討することを試みた。 
②また，授業科目においては，コア・カリキュラムに示された他の項目の指導も行わなくては
ならないため，Teacher Talk に関する学習に割ける時間は非常に限られたものとなる。そこで，
上記授業科目履修者のうち 11 名に課外で 90 分×8 回の少人数学習に取り組んでもらい，授業
科目での学びとの比較を通して，課外で行ったどの学習活動が Teacher Talk テクニックの理解
に役立ったか，授業においても取り上げるべき活動はあったか，といったことを検討し，授業
の改善に資する情報を得ることを試みた。 
 
 



４．研究成果 
（1）Teacher Talk テクニックリストの開発 
授業映像の分析を通して指導者が英語で語る際に「児童が内容を理解するために講じられて

いる工夫」を書き出し，分類した。分類カテゴリー作成に当たっては，渡邉（2003）が提唱す
る MERRIER Approach や稲岡・清水（2003）が挙げた指導者の発話特徴，Chaudron（1988）
による日母語話者に向けた発話の調整の特徴等の先行研究を参考にした。そして，授業におい
て観察されたすべての工夫を網羅する 10 のカテゴリーを抽出し，Teacher Talk テクニックリ
ストとした。なお，リスト検討段階では Voice のカテゴリーは発話速度や声の大きさ，高さな
ど細分化した項目に分けていたが，いずれも重要な箇所を強調し，特に耳を傾けるべき語や表
現に着目させるという共通の目的で用いられていると考え，1 つのカテゴリーに集約した。 
 

表 1  Teacher Talk テクニックリスト 
1 Adjustment 学習者が理解できる語彙や表現の選択，レベル調整 
2 Example 具体例を用いて理解を促す，答え方のモデルを示すこと 

3 Expansion 児童の発話の誤りを修正したり，日本語によるつぶやきを正しい
英語にしたりして発話を広げること 

4 Interaction 児童とやり取りをする中で意味理解に到達させること 
5 L1 use 母語の使用 
6 Mime / Model 身振り手振りや表情の活用 
7 Redundancy 一つの意味を伝えるために，複数の表現を用いること 
8 Repetition 文章あるいは文章の一部分を繰り返すこと 
9 Visual 身振り手振り以外の視覚資料の活用 

10 Voice 声の高低・速度・大きさの活用 
 
（2）教員養成・教員研修において特に重視すべきポイントの明確化 
①調査 1（2015 年 12 月～2016 年 1 月実施） 
まず，私立大学 1 大学と国立大学 1 大学に所属する教員を目指す 28 名の学部生を対象に，

All English で実施された小学校英語科の授業映像を視聴させ，指導者が行っている「児童が分
かるための工夫」をすべて書き出す課題を実施した。そこでどのような Teacher Talk テクニッ
クに着目し，工夫として抽出することができるのかを検討することにより，気づきが生まれや
すい事項と気づきが生まれにくい項目で指導の軽重をつけることを提案した。 
具体的な結果としては表 2 に示すとおり，学生が指摘した気づきの大半が Mime/Model，す

なわちジェスチャーなどの目に見える動きであることが明らかになった。また，3 割弱の意見
は「分類外」という結果であった。これは指導者の英語による発話を児童が理解できるように
支援するためのテクニック以外の事項を記述した意見である。この結果から，学生は目に見え
ずらい「言語面での支援」には気づくことが難しく，また「絵カードを素早くめくって子ども
たちの関心を高めていた」などの指導上の工夫と「語り」の工夫の区別がつきにくい様子も見
受けられた。 
 

表 2 学生による自発的な気づき 
カテゴリー 意見数 ％ 

Adjustment 6 1.5 
Example 14 3.4 
Expansion 14 3.4 
Interaction 6 1.5 
L1 use 11 2.7 
Mime / Model 165 40.4 
Redundancy 8 2.0 
Repetition 19 4.7 
Visual 16 3.9 
Voice 36 8.8 
分類外 113 27.7 

 合計 408 100.0 
 
②調査 2（2017 年 12 月～2018 年 1 月実施） 
 指導の前後での気づきの変容を調査するため，6 名の大学院生に事前 2 本，事後 2 本，合計
4 本の授業映像を視聴させ，気づきの変化を調査した。指導は表 1 に示した Teacher Talk テク
ニックリストを用いて，各テクニックの具体を約 1 時間かけて説明した。主な結果として，指
導前段階では調査①の結果と同様に，すべての学生から指摘があったのは Mime/Model，すな
わちジェスチャーなどの目に見える動きであった。また，同じセリフを繰り返す Repetition も
比較的多くの学生から指摘があった。しかしながら，それ以外の項目についての気づきはほぼ
ない状況であった。指導後には気づきの数はいずれの調査協力者においても増加し，また事前



には気づきにくいかった言い換え（Redundancy）などのテクニックにも目が向くようになっ
ていた。また，学生ごとに結果を検討したところ，大学院で専門的に学んでいる教科が英語で
ある学生 2 名において気づきの伸びが大きいことが明らかになった。これら 2 名も指導前の段
階ではほとんど気づきを挙げることができていなかったが，事後には他の学生と比べて多くの
気づきを得ることができていた。可能性として，小学校での英語授業の観察経験の差などから，
指導実践の具体的なイメージが持てている方が，Teacher Talk テクニックの指導の理解も深く
なることが考えられる。よって，教員養成課程での指導においては，Teacher Talk について独
立してテクニックを指導するのではなく，授業観察や授業立案，模擬授業などと連携させて学
習指導を行う方が，より具体的で深い理解につながる可能性が示唆された。 
 
③調査 3（2018 年 12 月～2019 年 2 月実施） 
外国語（英語）コア・カリキュラムの「外国語に関する専門的事項（1 単位）」に相当する授

業科目の中において Teacher Talk テクニックについて指導を受けた学部生を対象に，理解が困
難であった項目を質問紙により調査した。その結果，やはり言語面での支援に対する理解度が
低く，また児童の反応をもとに対応にするなど，児童が目の前にいないためにイメージしづら
い項目についても学生の自己評価が低い結果であった（表 3 の網掛け項目）。この結果から，
特に言いかえや，児童に分かりやすい語彙や表現の選択など，言語面での支援についての指導
に重点を置くことが必要と示唆された。 

 
表 3 学生による理解度自己評価 

adjustment 4.30 
Example 4.62 
Expansion 4.31 
Interaction 3.96 
L1 Use 4.81 
Model /Mime 4.86 
Redundancy 4.41 
Repetition 4.78 
Reward 4.68 
Visual 4.78 
Voice 4.68 

 
（3）Teacher Talk テクニックリストを活用した指導の効果検証 
 学生の映像分析による指導の効果検証は，映像を収集した授業科目の開講時期が第 4 ターム
（年度の最終タームで 12 月～2 月）の実施であったことから，本研究の期間内に分析を完了さ
せることができなかった。研究期間は終了したが，引き続き，分析を続け，成果を公表したい。 
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